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       双  塔    
新潟教会 2013年 3月 Ｎｏ.298 

               神の家に行こう  

                                 助任司祭 ナジ・エデルベルトウス 

  

私は、かなり前から、司祭館前の灰皿にタバコの吸い殻が沢山あることに気付いていました。 

「信者の中でタバコを吸う人は少ないのに、何故かな？」と思いました。 

それが、最近、誰なのか分かったのです。 

その人は、近くの小学校の先生でした。彼は、朝や夕暮れに、司祭館前でタバコを吸っていま 

した。学校は禁煙で、教会の庭に煙草を吸いに来るのかもしれません。あるいは、一日の疲れを 

癒すため、教会の庭で一服するのを楽しんでいるのかもしれません。 

私は、彼の姿から、「私の魂は主の庭を慕って絶え入るばかり」（詩編 84・1）を思い出しました。 

そして、聖霊が彼に、その喜びと憧れを与えて下さるようにと祈りました。 

四旬節に、私たちは聖霊の働きを感じます。 

洗礼志願者に、神を愛する心を与え、父と呼ぶ資格を与えて下さるのも聖霊の働きです（ヨハネ 

3・1―8）。洗礼志願者は洗礼を受けることで、すべての罪が赦されることを楽しみに待っているだ 

けでよいのです。神のみことばを味わう楽しみもあります。（ヨハネ 15・7） 

カリタスジャパンの活動をみると、聖霊は祈りを促すだけでなく、光りを放す力「良い断食 58.1-」 

もあることを感じます。年刊『つなぐ』に、「献金は、国内外で危険にさらされている多くの「命」 

を守るために役立てる。また、小数民族の子供の教育や女性の自立支援に当てる」とあります。                

今年の四旬節に、聖霊の促しに答え、たくさんの人たちが神を賛美することを信じています。 

多くの人がイエス様の後に従い、新しいエルサレムに旅し、約束されている喜びを味わうことがで 

きるように祈ります。復活祭は、教会にお友だちを誘いましょう。私たちは大歓迎し、詩編 122を 

思い出すことでしょう。  

―― 「主の家に行こう」 と人びとが言った時 私は嬉しかった。 

    エルサレムよ あなたの城門のうちに 私達の足は立っている ―

―                        

                                                         

 
ナジ神父 
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■恒例の『新年会』―― 2013年 2月 10日（日）―― 

     総会終了後、運営委員会主催の新年会が開催された。国際協力部の副部長や新潟大学の留学生ら 

外国籍の信徒も含め 50名ほどが出席した。江部神父は「後任の主任司祭と相談しながら、信徒主 

体で進めてください」と、惜別のような挨拶。当日は旧正月。菊地司教によると、教会裏手の中国 

総領事館でも春節祝賀会のためか、前夜は遅くまで、明かりがついていたとか。 

特別な余興はなく、弁当と総務部メンバー手づくりのみそ汁を頂きながら歓談の新年会であった。 

■回心のしるし『灰の水曜日』―― 2013年 2月 13日（水）―― 

   13日は四旬節の初日「灰の水曜日」、復活祭まで 46日。回心のしるしとして灰を頭か額に受ける。 

 昨年の「枝の主日」の棕櫚約 50本を焼いた灰が、7時と 10時のミサで使われた。 

【豆知識】この日は、肉を食べず（大斎）、食事は一食だけ（小斎）が基本。司祭のストラは紫色。 

【なるほど！】「灰の作り方」をご存知ですか？ 『みんなの広場』をご覧ください。必見の価値あり！ 

■今年の『洗礼志願式』―― 2013年 2月 17日（日）―― 

   四旬節第一主日のミサ中、洗礼志願式が行われた。今年は男性３名、女性１名であった。 

   四旬節中、洗礼志願者のためにお祈りをお願いします。 

 

                     

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪みんなの広場≫  投稿 募集中！  

この広場は、みなさんが参加し、作り、利用するコーナーです（探しもの/ 教えて/ 私の趣味 etc.… 

なんでも OK！ 投稿 大歓迎！！） 

今回は、知りたがり屋の広報部メンバーが、「灰の水曜日」に使う灰の作り方を典礼部に聞きました。 

三木さん。ご丁寧な説明をありがとうございました～！！     

    

① 棕櫚の葉を切り取る。 ②葉を空き缶で燃やす。  ③灰をこして、燃え残り   ④灰を白くするため、 

葉だけを使用。                  を捨てる。         フライパンで煎る。 

1回で使う棕櫚は約 50本。 残った灰は、ミサで使う香炉の灰に使用するそうです。 なるほど！！  

―― 編集後記 ――   

『双塔 3 月号』から新体制で編集を行っています。 

教区優先課題のひとつ「教区、地区、小教区において、お互いの情報を共有し交わりを深めること

で、社会における教会の役割を自覚」を柱に、皆さまにより良い情報をお届けしたいと思います。 

また、信徒の皆さまが参加する月刊「双塔」を企画中です。広報部に話題や写真、イラストなど

をお寄せください。お願いします。   広報部長 

 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%9B%E6%97%AC%E7%AF%80
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≪２０１３年３月の聖書クラス・信仰講座のご案内≫ 

曜 日 時 間 内 容 担当司祭 

月曜日（不定期） 午前 10 時～ 主日の聖書 三崎神父 

金曜日（毎週） 午後 7 時～ 聖書クラス ナジ神父 

 

※「カトリック教会の教え」は、しばらく休みます。 

※ 金曜日の「聖書クラス」は開講できない日がありますので、お問い合せください。 

※ 講座に参加を希望される方は、担当司祭にご連絡ください。 

≪定例集会≫ 

・聖歌隊練習 火曜日 13：30～ 研究室 

・ レジオ・マリエ 木曜日 13：30～ 研究室 

ミサ時間のご案内 

†主日（日曜日）7 時・9 時半・12 時※ 18 時 

※第 1 日曜日は英語ミサ 

†週日（金曜以外）7 時 

†金曜日 10 時（第 1 金曜日 10 時・18 時） 
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